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千葉県における農作物および牛乳中の   

有機塩素系農薬の残留について  

康薫 加藤 嘉久※ 佐伯 政信※  山崎 晴美栗 本田 久義※ 吉岡  

スクロマトグラフィー（Pesticide AnalyticalManual  

Vol．1に準じた）により同定、定量。   

ITl．実験結果および考察  

調査した農作物について，1970年度以降に調査した主  

要農作物中の主な有機塩素系農薬の残留量については表  

1に，牛乳については表2にまとめた。なお，農作物に  

ついては種類が多いので2年以上にわたって調査した作  

物，およぴ1976年度以降調査した作物についてのみ表示  

した。  

1．農 作 物  

調査した農作物中の各々の有機塩素系農薬の傾向を   

まとめると次のごとくである。  

BHC：調査した野菜のうち，きゅうりとほうれん   

そうから高い残留量が検出きれた。ことに，きゅうり   

は1970年度に現在の残留基準量の0．2ppmを越えるもの   

が2件あった。しかし，残留量は有機塩素系農薬の傾   

用禁止措置がとられた1年後の1972年には1970年の約   

％に減少し，措置の効果が明瞭であるといえる。なお、   

その後は低レベルで検出されている。ほうれんそうは  

1970年度に披高5．456ppmと異常に高い残留量を検出し   

ている。しかし，ほうれんそうも1974年以後の調査では   

0．063ppmが鼓高値で，平均値も初年度の％。程度に減少   

しており，きゅう りと同様に規制措置の影響が明瞭と   

いえる。その他の農作物についてはいずれも規制前か   

ら残留基准量の0，2ppmを越えるものはなかったが，ま   

た，減少傾向も明らかでなく，だいこん，らっかせい   

等からは現在も低レベルで検出されている。鈴木ら1）   

は土壌中に残留するBHCが移行しやすい作物として   

にんじん，かぶ葉，だいこん襲およぴほうれんそうを   

あげている。著者らの調査結果もこの報告とほぼ同様   

の傾向がみられた。BHCの残留性は高く，二れらの   

農作物からは今後も検出されるものと思われるのて継   

続調査が必要である。  

DDT：DDTは1971年に使用禁止措置がとられ，  

1972年度以降に調査した農作物からは殆んど検出され  

Ⅰ．緒  

我国においては1945年代から有機塩素系農薬（DDT，  

BHC，アルドリン等）が盛んに傾用された。しかし，こ  

′■れらの有機塩素系農薬は生榔農縮性が高く，農作物や母  

乳中からも検出され，動植物のみならず土壌中と広範囲  

にわたって汚染されていることが明らかになった。した  

がって，人畜に対する安全性の面から1971年にBHC，  

DDTの使用禁止，ドリン剤も使用規制の措置がとられ  

た。  

すでに，千葉県においても1969年から食品中の農薬の  

残留量について調査を継続しており，今回，有機塩素系  

農薬の残留量の傾向について整理し若干の知見を得たの  

で報告する。  

H．調 査 方 法  

1，供 試 材 料  

農作物：この調査に使用した野菜，果実および穀類等  

は市場より収去，あるいは生産者よト）直接購入したもの  

である。  

牛 乳：酪農家より直接購入した生乳，および市販乳。  

′－2．実験方法  
農作物：供試材料はミキサーで粉砕後，アセトン・ベ  

ンゼンで抽出し，脂肪性食品はn－ヘキサン・アセトニ  

トリルによる液々分配後，カラムクロマトによI）クリー  

ンアッ70の後，濃縮してガスクロマトグラフィー（1970  

年6月厚生省告示第223号，および以後の改正に準じた）  

によI）同定∴定量  

牛 乳：試料にシュウ醸カリウム，エタノールを加え  

よくi昆和し，エーテル・石油エーテルで脂肪を抽出し，  

これをn‾ヘキサン・アセトニトリルで液々分配し，カ  

ラムクロマトによりクリーンアップした後，濃縮してガ、  

※千葉県衛生研究所  

（1978年2月18日受理）  
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千葉県における農作物および牛乳中の有機塩素系農薬の残留につし、て  

なかったが，故近にいたり・ほうれんそうやいちご等   DDTは土壌中にかなりの濃度で残留していても野菜  

から検出されたoしかし・DDTの最高値は0・030ppm   への移行は少ないことが明らかにされており，1）今後と  

で残留基準量の％以下ときわめて微量である。なお，   も、農作物［Pへの残留は問題か－ものと思われる。  

表1農作物中の有機塩素系農薬残留量  
（全中ppm）  
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上投：平均値，カいノコ内は濃度範囲  
nd：検出しこ・＼  tr：0．001ppm未満  
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ディルドりン：ディルドリンは毒性が高く，日常食  

を通じての摂取量はDDTやBHCに比べ1日摂取許  

容量（ADI）に接近しているといわれている。2）しか  

し，その実態は明白でないが，この調査の結果，きゅ  

うり，ほうれんそうから残留基準量を越えるものが検  

出されている。ことに，きゅうりについては残留基準  

量の0．02ppmを越えたものが56件のうち10件あり，こ  

のうちの7件が同一地区で入手したものであった。こ  

の地区については土壌中での残留の可能性が考えられ  

るので調査を継続し，その結果いかんでは今後の作付  

においては注意をしなければならない。なお，きゅう  

I）全体では1972年度をピークに減少傾向を示している。  

ほうれんそうにおける残留基準量は検出されてはな  

／－ らない（以下NDとする），であるが，しかし，1975年度に  
3件0．005ppmを越えたものがあった（0．005ppm以下の  

ppmで許容量を越えるものはなかった。また，経年変  

化をみると，農薬の使用禁1L，および牛乳汚染の鼓大  

原因であった稲わらの給飼の規制などによI），残留量  

は1973年には1971年の％以下に減少した。しかし，136  

件調査を行なったうち133件からBHCが検出されてお  

り，検出率は97％で，ほとんどの牛乳中から検出され  

ることは問題であろう。  

表2 牛乳中の有機塩素系農薬残留量  
（全中ppm）  

値をNDとして扱う）。らっかせいについては1971年．  

1974年および1976年の3回にわたって調査したが，き  

ゅうり，いちご，だいこん等に比較して高い残留量を  

示している。テイルドjンは土壌残留性農薬に指定さ  

れており，長期間土壌中に残留すること，きゅうりや  

にんじん等の作物に吸収されやすい1）・2）などの点から  

みて，今後とも規制値を越えるものが出る可能性があ   

る。また，ディルドリンは野菜のみならず動物性食品  

からも摂取される可胎性が高く，健康との関り合いか  

深く，安全性の点からみて継続調査の必要がある。   

エンドリン：エンドりンは表1に記載した22挿の農  

作物について調査した結果，検出率はきわめて低かっ   

た。しかL，はくさいから1件0．023ppmとかなり高い  

値が検出された。他県のはくさいについての調査結果   

3ト5）をみると0．002ppmまでの範囲に入っており，こ   

こで得られた0．023ppmは異常に高い値であるといえる。   

しかし，千葉県内でもはくきし－中からエントリンが検   

出されたのは20件中のこの1件のみで，この原因につ   

いては今後の調査が必要である。なお、今後異常値が   

出た場合はその産地の土壌中の農薬残留毒の調査をす   

ることも必要である。その他きゅうり，キャベツ等か   

ら一部検出されている。  

2．牛  乳   

市販乳は1970年1月から1973年11月まで，生乳は  

1970，1975、1977年と調査を行ない表2のごとき結果   

を得た。山岸ら6）は，市販乳と原料乳との有機塩素系  

農薬の残留量を比較したところ両者に差を認めなかっ   

たと報告してし－る。   

BHC：牛乳中のBHCの暫定許容量は0．2ppmであ   

るが，今までに調査した県内の牛乳では最高値が0．179  

0．001      0．001  l← 音L197510  
（nd－0．002）  （tr－0．001） （nd0．002）   

0．002       0．003  
（0．0010．008）  （nd－0．026）  

1二f‡：平土勺他 力リコ内は渡度絶間  
nd：検廿．しち・、 tr：0．001ppm未漸  

DDT：DDTク）牛乳中の暫定許容量は0．05ppmで   

ある。しかし、調査の結果，県内における韓高値は   

0．03ppmで許容量を越えるものはなく，残留平均値も   

低いレベルであった。また，検昌1率は136件中57件検   

出で42％と半分以下であった。  

テイルドjン：ディルドリンの牛乳中の暫定許容量   

は0．005ppmであるが県内で調査した結果，最高値は   

0．021ppmと許容量の4倍を越える高い値を示した。  

1971、1972年度に調査した牛乳75件のうち，許容量を   

越えたものは7件で9％という割合であったが，1973   

年度以後は0．005ppmを越えるものはな〈残留量は減少   

した。しかし，1977年度に0．005ppmという値が検出さ   

れており，許容量が低いため今後も調査の継続が必要   

である。なお，検出率は132件中83件検出で63％であっ   

た。  

エンドLjン：牛乳中のエントリンについては1971年   

から1977年までに108件の調査を実施したが検出きれ   

なかった。  

Ⅳ．結  び  

千葉県内における農作物および牛乳中の有機塩素系農  

薬について調査した結果，次のことが明らかになった。  

（1）農作物中の塩素系農薬について減少傾向の明らかで   

あったのはきゅうり，ほうれんそう中のBHCであっ   

た。ディルドリンについてはきゅうり，らっかせいで   

若干減少傾向がみられた。なお，その他の作物につし、  

／－  
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千葉県における農作物および牛乳中の有機塩素系農薬の残留について   

ては当初より残留量は少なかった。DDTについては  

1970年当時からいずれの農作物においても残留量がさ   

ほど多くなかった。  

（2）牛乳中の塩素系農薬の傾向についてみればBHCは  

1970年以後，順調に減少した。また，ディルドリンも  

1973年以後，暫定許容量を越えるものはなくなった。   

しかし．現在においても微量ではあるがBHC，DD   

T，ディルドリンが検出されている。  

（3）全般的にみて，農作物および牛乳中における塩素系   

農薬の残留量については特に大きな問題はなかった。   

しかし，エンドリンやディルドリンは毒性も高く、残   

留基準も低い農薬であり，微量でもこれらが検出され   

る農作物は今後十分に調査，検討の必要があると考え   

る。  
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